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１．はじめに 

耐震性の向上に向けて多径間連続化が推し進められてお

り，７～８径間を超える連続桁が多数建設されている．こ

のような多径間連続桁ではコンクリート床版の良好な仕上

がりを得るために床版の打設計画を事前に検討することが

大切である．そのためには，ひび割れ制御の観点から無理

な床版打設工程を避ける目的で打設段階でのコンクリート

の引張応力度照査を行っておくのがよい．しかし，コンク

リート引張応力度の照査に関しては明確な指針がなく，幾

つかの方法 1),2)が採られている． 

このため、図-１の不等径間の11径間連続･活荷重合成桁

橋の設計において検討した内容を紹介し，御批判を仰ぎた

いと考える． 
２．構造と設計の概要 

図-１は秋田県内で計画されている橋梁で、支間長が 26.5～75.0m に変化し，

それに応じて桁高も 1.5～3.2m に変化する．積雪の多い地域であるため，冬

季の交通を考慮して取り付け道路部の縦断勾配を緩和するための処置である． 
主桁間の床版は主鋼材を橋軸方向に向けた縦置きのⅠ形鋼格子床版であり，

主桁および 4m 弱の間隔で配置された横桁で支持される．片持ち部は通常の

RC 床版である． 
本橋の上部工設計で採った設計手順を図-３に示す．本報告は，この中の床

版打設時のコンクリートの引張応力度照査に関するものである．設計の最終

段階では，文献 3)に従って床版のひび割れ幅の照査も行っている． 

３．床版打設順序の検討 

数回のトライアルを経て最終決定した床版打設ブロック割と打設順序を図

-４の下段に示す．弱点となりやすい打ち継目は横桁上に設けてある．橋長の

中央に関して対称に施工をしても，コンクリートの供給能力から打設工程は

11 ステップになり，これに型枠･支保工の撤去を加えて照査対象とした．打

設は３日おきに行い，型枠･支保工の撤去は最終打設から15日後とした． 

この床版打設時のコンクリートの引張応力度照査に関する明確な規定は少なく，表-１に２例を挙げるが，

(a) 中間径間 (b) 端径間 

図－２ 上部工断面 
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図－３ 上部工計算手順
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微妙に異なる．東北地整･道路橋計

画設計資料 1)では古くからこれを規

定しており，コンクリート強度(ヤン

グ係数と引張強度)はおそらく初め

に規定した当時の土木学会･コンク

リート標準示方書に拠るものと思われる．また RC 床版施工マニュアル2)ではコンクリート標準示方書･構造

性能照査編4)の強度を採用している． 

これらに対して，本設計では同標準示方書･施工編 5)の規定を用いた．理由は，後者の解説から判断して若

材齢コンクリートの引張強度は後者を採用すべきと判断したものである．ただし，安全率はマニュアル 2)に

倣い 1.6ν = とした． 
打設途中の床版の有効幅に完成後の値を用いることに多少問題を感じたが，DIN のマニュアル5)でも完成

前後で扱いを変えておらず，我国でも同じ慣例であることから，打設済み床版区間の有効幅は完成後の構造

系に対する値を用いた． 

以上の前提で，各打設時材齢に応じたコンクリートのヤング係数と引張強度を用い，完全合成桁として各

点での引張応力度と許容値の比を算出した．その各点での施工ステップ中の最大値を拾い出して図-４にプロ

ットする．その中の最大値は 0.834 であり，安全率を文献 1)の 2.0ν = とすると，僅かに許容値を超える． 

この最大値は，ブロック⑩の打設によりブロック⑥の打ち継目に発生する引張応力度であるが，最終打設

ブロック⑪の打設で減少し，型枠支保工撤去時には 0.314 に低下する．また，完全合成桁として計算してい

るため，ブロック境界にも直応力度が算出されるが，本来の不完全合成桁であれば境界に直応力は発生しな

いので，境界で多少許容値を超過しても問題にはならないと考える．なおトライアルの結果は，一般に云わ

れているものより支間部の打設範囲は短め，支点部の打設範囲は長めになった． 

４．おわりに 

多径間連続合成鈑桁橋の床版打設検討を行ったが，打設時に最も大きい引張応力度の発生する箇所(ブロッ

ク⑥)でも，打設終了後の引張応力度は許容値の半分以下に減少する．最終的なひび割れ幅の照査が満たされ

るのであれば，床版打設時の引張応力度照査における安全率は，文献 1)ほど大きな値を用いる必要はないと

考える． 
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図－４ 床版の打設工程と施工時のコンクリートの引張応力度 
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表－１ 床版打設時照査におけるコンクリート強度と安全率 

 コンクリート強度の準拠規準 ひび割れの安全率

道路橋計画設計資料1) 出典不明 2.0ν =  
RC 床版施工マニュアル2) 標準示方書･構造性能照査編4) 2.0 1.25 1.6/ν = =

本設計 標準示方書･施工編5) 2.0 1.25 1.6/ν = =
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